
 

［成果情報名］秋期の低温遭遇がアスパラガスの萌芽に及ぼす影響 

［要約］アスパラガスは秋期に休眠に入り、休眠中は株の大きさや根の Brix 糖度を問わず萌

芽が抑制される。低温に遭遇することにより休眠が打破されたアスパラガスは、大きな根

株及び Brix 糖度が高い根において高収量が得られる。 
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［担当］岩手農研セ・技術部・園芸研究室 

［代表連絡先］電話 0197-68-4420 
［区分］東北農業・野菜花き（野菜） 

［分類］技術・参考 
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［背景・ねらい］ 

アスパラガス伏せ込み促成栽培で高収量を得るためには、大きな根株、Brix 糖度が高い

根、低温遭遇による休眠打破が重要とされているが、アスパラガスの休眠性については、

近年、その有無を含めて議論が行われるなど必ずしも明らかにされていない。また、休眠

状態が異なる株において、根株重や根の Brix 糖度の違いが萌芽にどのような影響を与える

かも明らかでない。そこで、休眠の有無を明確にするとともに、休眠性と根株重、根の Brix

糖度との関係について検討した。 

［成果の内容・特徴］ 

１．秋期に、休眠打破に必要な低温に遭遇せずに伏せ込みを行った株は、根株の大きさを

問わず萌芽が極端に少なく、休眠状態と考えられる（図１）。 

２．2℃で25日間処理された株を伏せ込んだ場合は旺盛な萌芽を見せたことから（図１）、

休眠が打破されたと考えられる。休眠打破された株は、根株が大きいほど得られる若茎

が増加する（図２）。 

３．低温に遭遇しない根株の場合、Brix糖度の高低を問わず萌芽数が少ない。一方、低温

に遭遇して休眠が打破されたものは旺盛な萌芽を見せ、かつ、Brix糖度が高い株は萌芽

数が多い（図３）。 

４．以上のことから、アスパラガス伏せ込み促成栽培においては、低温遭遇による休眠打

破が最も重要であり、低温による的確な休眠打破が図られた場合、大株および Brix 糖

度が高い根により高収量となる。  
［成果の活用面・留意点］ 

１．根株重の違いと萌芽性との関係については、直径7.5cm～15cmの黒ポットで行ったも

のである。 

２．アスパラガスは品種により休眠性が異なることが知られているが、本試験で使用した

品種は「ウェルカム」である。 



 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （山口貴之） 

［その他］ 

研究課題名：寒冷地特性を活用した国産アスパラガスの周年供給を実現する高収益生産シ

ステムの確立 

予算区分：実用技術 

研究期間：2009～2010 年度 

研究担当者：山口貴之、高橋拓也 

各区の供試条件 
（休眠性と根株重との関係） 

2009年１月 29日から 10月 19日まで無加温ガラ
ス温室で株養成を行い、10 月 19 日に 2 群に分け、 

・冷蔵処理区 設定温度   2.0℃                 

・無処理区  平均気温  17.6℃ 
とし、11 月 13 日までの処理を行った（25 日間）。

その後直ちに 16℃に設定された伏せ込み床に伏せ

込み、萌芽数、若茎を調査した 
（休眠性と根の Brix 糖度との関係） 

2009 年 4 月 28 日に露地圃場へ定植した株を 10

月 1 日に掘り取り、Brix 糖度が高い株と低い株に
ついて、それぞれ、そのまま伏せ込みを行ったも
のおよび 2℃288時間の冷蔵処理を行った後に伏せ

込みを行ったものについて、萌芽数を調査した。
伏せ込み床は 16℃に設定した。 

図２ 低温遭遇の有無と根の乾物重が１株あたりの若茎体
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図３ 冷蔵処理の有無と根の Brix 糖度が伏せ込み後の萌芽数に 

与える影響 
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図１ 低温遭遇の有無とポットサイズの違いが伏

せ込み後の萌芽率および萌芽数に与える影響 
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調査日※萌芽率は10株中1本以上萌芽が見られた株の割合


